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1 才から 18才までの 470 例の脳性麻庫児の股関節について検討する。






















腸腰筋後方移行術を併せて行なった D 術後最短 2 年、最長 4 年間の追跡を行なった25例、 33関節の成
績は、再脱臼は 1 例もなく、すべて求心性は改善しており、 24関節 (73%) は正常で、ある。
術後の支持性、起立姿勢は19例 (76%) が改善しており、運動機能では 5 例 (20%) がひとり歩き
可能、 18例 (72%) が起立可能となっている。
〔総括〕
従来殆んど絶望視されていた脳性麻庫児の股関節脱臼に対し、腸腰筋後方移行術を行ない筋力平衡
をかえた結果、再脱臼は 1 例もなく、なかには術後自然に整復して来た例もみられることは、その脱
臼の原因が、筋力平衡のくずれとする仮説の妥当性をしめすものであり、その原図的治療法が確立さ
れたものといえよう。
論文の審査結果の要旨
脳性麻庫児に多く見られる股関節脱臼はその歩行機能を大いに障害するものであるが、治療は殆ん
ど絶望とされていた。本論文は、その治療に腸腰筋後方移行術を応用することにより原因的治療法を
確立したもので脳性麻庫児のリハビリテーションに大いに貢献するものと思われる。
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